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京
都
帝
園
大
撃
墜
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学

部

整

形

外

科

教

室
（
指

導

伊

藤

教

授
）
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戸
周
回

正

述

同
国

一

、

緒

論

ニ
、
賓
駿
材
料
及
菅
験
方
漆

三
、
賓
験
成
橘

・

第
一
項
、
呼
吸
型
ノ
措営化

（
ご
心
臓
各
部
／
刺
戟

士
一
）
左
側
星
空
一
柳
経
節
切
除
後
心
臓
’
各
部
／
刺
戟

合
一）
右
側
星
学
」
一
神
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

〈
凶
〉
雨
側
星
北
」
紳
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
／
刺
戟

攻母、

第
二
項
、
一

過
性
痕
筆
様
運
動

（
一
）
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

〈
二
）
左
側
星
＃
」紳
綬
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
殺

〈三
）
右
側
忠
一世一
柳
綬
節
切
除
後
心
臓
各
部
／
刺
裁

（
凶
）
雨
側
足
北
」
紳
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
哉

四
、
所
見
考
案

五

、

飽

領

殴
女
自
妙

引
間
献
女

－
、
緒

冨

第
参
品
位

F『

原

司E

吉

富

一
一
九
九

（
第
六
時蜘

一O
九
）



第
参
品
位

F『

原

著、.... 

士
口

宮

一
二

0
0

（
第
六
時
踊

一一

O
〉

狭
心
症
二
割
ス
グ
’
外
科
的
治
療
法
ト
シ
ア
頭
部
交
成
神
経
及
星
芭
紳
鰹
節
ノ
切
除

2
5
2
雪

g
u
p－－ニ
戸
Ep
p
sf－ハ毛
HVFz
hzs
gJ
S
F同

出－

pod－U
）
或
A
迷
走
紳
鰹
抑
制
枝
ノ
切
断
（
辛
日
三
－

2
．W
C
L
E
－－
E
F
ZcpH）
ノ
債
値
一
一
関
ジ
－
Y
A
従
来
臨
床
上
ノ
効
果
ノ
有
無
ヲ
報
告
セ

Y

＝
止
y
貫
験
的
基
礎
一
一
立
チ
ア
是
ガ
効
果
ノ
債
値
ヲ
批
判
セ

Y
報
告
ヲ
接
見
ジ
得
ザ
ソ

ジ
ヲ
以
ア
、
余
A

嚢
－
一
家
兎

－
一
就
キ
貫
験
的

一一
頭
部
交

戚
紳
経
及
迷
走
神
経
抑
制
枝
ノ
心
臓
及
大
動
脈
起
始
部
ニ
於
ケ
Y
刺
戟
停
達
作
用
ア
検
セ
ン
ト
ジ
ア
上
記
紳
経
ノ
刺
戟
、
胡
断
等
ニ
ヨ

Y
血
腫

ノ
鑓
化
、
心
臓
或
λ

大
動
脈
起
始
部
一
一
加
ヘ
タ
Y
疹
痛
刺
戟
－
一
・
劃
ス

Y
頭
部
交
戚
紳
経
或
A

迷
走
神
経
抑
制
枝
切
断
前
後
ノ
呼
吸
ニ
及
ポ
ス

援
化
ノ
扶
態
及
一
迅
性
患
撃
運
動
ノ
有
無
等
－
一
ヨ
リ
疹
痛
刺
戟
侍
謹
ノ
経
路
ヲ
検
シ
、
心
臓
及
大
動
脈
起
始
部
一
一
費
現
ス

Y
悲
痛
刺
戟
A

頭
部

交
戚
紳
経
特
ニ
主
ト
ジ
ア
星
芭
紳
経
節
一
一
ヨ
リ
ノ
中
極
－
一
一
体
建
セ

ラ

v
、
従
ア
同
神
経
及
紳
経
節
ノ
切
除
A

狭
心
症
ノ
治
療
法
ト

ジ
ア
質
験
的－一

有
効
ナ
Y
根
波
ヲ
有
ジ
其
ノ
効
果
ノ
依
－
プ
来
Y
所
以
A
求
心
性
刺
戟
侍
達
経
路
ノ
遮
断
ト
血
魅
俄
進
反
射
求
心
道
ノ
断
絶
セ

ラ
Y

、
活
メ
ノ

協
同
作
用
－
一
ヨ

〆
モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
読
明
セ

y
。
爾
来
引
績
キ
文
献
ヲ
渉
獄
ス

Y

ニ
心
臓
－
一
分
布
ス
M
F

交
戚
紳
経
繊
維
ノ
作
用
－
一
閥
シ
ア
A

何
レ
モ
遠
心
性
機
能
ヲ
説
明
ス

Y
モ
ノ
多
ク
、
心
臓
ノ
求
心
性
知
血
児
紳
経
－
一
関
ジ
ア

A
F
E－－cJ〈
（
一
八
九
五
年
）
ガ
同
知
魔
紳
経
ノ
終
末
ヲ
畿

見
セ

Y
ト
民
山
口
Z
2
2〈
及
巴
cm
E
ガ
心
臓
ノ
筋
暦
及
心
内
膜
－
一
生
健
染
色
法
ヲ
用
ヒ
ア
同
様
知
覧
紳
緩
繊
維
ヲ
読
明
ジ
タ
レ
ド
モ
、
該
繊
維

及
終
末
枝
ガ
果
シ
ア
交
戚
紳
経
ニ
一
腸
ス
可
キ
モ
ノ
ナ

y
ヤ
他
ノ
神
経
由
一
一
廊
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
ヤ
未
ダ
決
定
セ
ラ

v
b
p
y
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
且
ッ
又
業

求
心
性
経
路
ノ
走
向
二
開
シ
－
Y
A
何
等
判
然
セ

Y
読
明
ア
Y

ニ
非
ズ
、
五
一
一
一
於
ア
余
等
A
夏
－
二
別
記
〆
賓
駿
ア
進
メ
求
心
性
知
魔
紳
経
ト
ジ

ア
ノ
頭
部
交
戚
紳
経
ノ
心
臓
各
部
－
一
一
炉
、
ヶ
Y
分
布
ヲ
知
－
フ
ン
ト
ジ
ア
本
質
験
－
一
着
手
セ

Y

モ
ノ
ナ

y
o

二
、
責
輪
材
料
皮
貫
輪
方
法

質
験
動
物
ト

U

J

d

プ
A

綿
－
プ
略
同
様
ノ
鵠
重
ヲ
有
ス

Y
健
康
ナ
Y
白
色
家
兎
ア
使
用
セ

y
、
動
物
ノ
疹
痛
戚
究
ヲ
検
セ
ン
ガ
潟
メ
ニ
川
家
兎
ヨ

y
モ
犬
ヲ
使
用
ス

Y

コ
ト
ノ
其
ノ
表
現
ノ
鋭
敏
度
－
一
於
ア
慈
カ
ニ
優
レ

Y
A
勿
論
ナ
レ
ド
毛
、
犬
ノ
頭
部
交
戚
紳
経
A
迷
走
神
経
幹
ト
同
一
ノ

鞘
ニ
包
マ
レ
車
濁
－
一
分
離
ス

Y

コ
ト
ノ
困
難
ナ
Y
ト
手
術
操
作
－
一
ヨ

y
後
者
ヲ
損
傷
セ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
期
ジ
難
ク
斯
ク
、
ア

A
本
来
ノ
賓
験
成
績

－
一
課
謬
ヲ
生
ズ

Y

コ
ト
ア
Y
可
キ
ヲ
考
慮
ジ
ア
頭
部
交
戚
神
経
／
構
成
比
較
的
人
類
ノ
ソ
レ
ニ
近
ク
且
ッ
之
ヲ
明
瞭
－
一
分
離
ジ
得
Y

家
兎
ア



使
用
セ

Y

モ
ノ
ナ
リ
、
余
ノ
従
来
ノ
経
験
－
－
依
レ
バ
家
兎
ニ
於
－
プ
モ
白
色
ノ
モ
ノ
A

爾
他
ノ
毛
色
ノ
毛
ノ

ヨ
y
一
般
ニ
戚
魔
鋭
敏
ナ
Y
ヲ
以

－
プ
本
質
駿
一
一
A

総
－
ア
白
色
ノ
モ
ノ
、
ミ
ヲ
選
ピ
ア
賓
験
－
一
供
セ

9
0

動
物
ノ
悲
痛
戚
莞
表
現
世
一
A

種
々
ア
リ
ト
雌
モ
人
工
的
刺
戟
ニ
山
首
ジ
ア
必
殺
－
一
ジ
ア
且
ッ
観
測
－
一
課
謬
少
キ
A

呼
吸
型
ノ
麓
化
及
一
、
過
性

短
縮
平
運
動
ノ
接
現
ナ
リ
ノ
。
一
八
九

O
年
既
－
一

HUgs
－Tp
g
F
A
心
内
膜
或

A
心
外
膜
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
動
物

A
心
臓
及
血
腿
反
射
ノ
他
－
一
呼

吸
及
骨
格
筋
反
射
ノ
費
現
ス

Y

ヨ
ト
ヲ
報
告
セ

3
0
余
モ
亦
此
ノ
雨
者
ノ
存
否
ア
以
ア
本
質
験
成
績
批
判
ノ
基
健
ト
セ

y
、
却
チ
動
物
ア
貫
験

豊
上
－
一
固
定
ジ
、
頭
部
及
前
胸
部
ノ
算
毛
後
藤
メ
頭
部
正
中
線
－
一
於
－
プ
胸
骨
上
端
－
一
至
Y
迄
縦
皮
切
ヲ
加
へ
、
頚
部
交
戚
神
経
幹
ヲ
露
出
シ
、
必

要
ニ
感
ジ
ア
切
除
－
一
容
易
ナ
ラ
ジ
メ
置
キ
、
左
側
第
二
及
第
三
肋
骨
ヲ
胸
骨
／
附
着
部
ア
去
Y
約
一
樫
ノ
部
迄
切
除
ス

Y
時
A

内
乱
動
脈
及
肋

膜
ヲ
損
傷
ス

Y

コ
ト
ナ
ク
心
臓
ヲ
露
出
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
、
試
獣
－
一
A

何
等
麻
酔
ヲ
施
テ
ズ
健
康
鰻
／
僅
賞
駿
－
一
供
セ
リ
、
心
臓
各
部
ノ
刺
戟
方

法
ト
ジ
ア
余

A
蓑
ノ
質
験
－
一
於
－
プ

A
焼
灼
ガ
－
フ
ス
棒
ヲ
用
ヒ
ア
熱
刺
戟
ア
加
ヘ
シ
モ
本
質
験
－
一
一
於
－
プ

A
細
少
ナ
Y

鋪
子
ヲ
用
ヒ

タ
Y

機
械
的

刺
戟
ニ
一
依

v
p
、
コ

V

心
臓
各
部
三
日
一
リ
部
分
的
刺
戟
ヲ
行
A

ン
ト

ス
Y
際
ニ
、
家
兎
心
臓
’
ノ
解
剖
撃
的
構
造
ノ
閥
係
上
心
臓
ノ
部
分
－
一
ヨ

y

－プ
A

灼
熱
ガ
－
フ
ス
棒
ヲ
用
フ
Y
時
ハ
目
的
外
ノ
部
－
一
接
鯛
ス

Y

コ
ト
ナ
キ
・
7
期
ジ
難
キ
ヲ
考
慮
セ

Y
ガ
潟
メ
ナ

y
、
動
物
ノ
心
臓
ヲ
刺
戟
ス
y

ニ
営

y
特
ニ
重
要
ナ
グ
’事
質
』
短
時
間
二
同
一
刺
戟
ヲ
反
櫨
ス
Y
時
A

業
反
臆
A

最
初

ニ
著
明
－
一
シ
－
プ
漸
時
回
数
ヲ
経
Y
毎
一
一
戚
質
遅
鈍
ト

ナ

y
逐
一
一
同
一
刺
戟
ニ
ヨ

2
プ
A

反
騰
ヲ
示
＋
ノ
V

U

F

ニ
至
Y

コ
ト
ナ
J
、
余
A

本
貫
験
ヲ
行
フ
ユ
営

y
－プ
常
一
一
最
初
ノ
第

一
回
刺
戟
ノ
成
績

f

ミ
ヲ
以
－
プ
質
験
成
績
ト
ナ
セ

y
。
斯
ノ
如
ク
心
臓
各
部
ノ
刺
戟
－
一
ヨ

y
接
現
ス

Y
試
験
動
物
ノ
呼
冊
以
曲
線
ァ
「
タ
ン
プ
1
Y
L
ァ
用
ヒ
ア
媒
畑

紙
上
ユ
描
お
セ
ジ
メ
同
時
－
二
過
性
癌
撃
様
運
動
ヲ
観
測
シ
置
キ
、
更
ニ
左
又
A

右
或
A

雨
側
ノ
星
と
紳
級
節
ヲ
切
除
シ
タ
Y
後
、
同
様
ノ
刺

戟
ヲ
加
ヘ
ア
呼
吸
型
－
一
鐙
化
ノ
有
無
ヲ
検
シ
、
他
方
－
一
A

同
時
ニ
又
試
撒
／
遮
綿
一
千
様
蓮
動
費
現
ノ
有
無
ヲ
検
シ
前
記
各
部
分
ノ
交
戚
紳
経
由
一
ヨ

w
y

求
心
性
疹
痛
体
連
経
路
ノ
分
布
ヲ
検
索

V
F
以
下
ノ
成
績
ヲ
特
h
y
y

。
質
験
A

総
－
プ
夜
間
一
室
ア
密
閉
シ
ア
外
界
ノ
雑
一首
又
A

刺
戟
等
－
一

影
響
セ
ラ
Y

、
コ
ト
ヲ
避
ケ
常
ニ
潟
度
ヲ
一
定
三
保
チ
ア
之
ヲ
行
へ

9
0

一
ニ
、
｛
貫
験
成
績

第
参
品
位

F『

原

箸
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宮

一
二

O
一
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六
時伽
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第
多
品
世

，－‘ 原

第
－
項
、

著、... 

τt 
Eコ

宮

・－－－

、

（
－
）
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

呼
吸
型
J

箆

化

ナ
Y
呼
吸
型
－
一
返
y
。

左
心
室
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
ノ
呼
吸
ノ
愛
化
A

刺
戟
後
僅
カ
ナ
Y
間
隔
ヲ
泣
キ
ア
一
、

（
第
一
国
）

右
心
室
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
モ
亦
同
様
－
一

ー
一、

比
シ
一
般
－
一
稿
々
小
ナ

y
。

一、

一二
O
二

（
第
六
競

一一二）

二
回
特
－
一
著
明
ナ
Y

深
呼
吸
ヲ
ナ
ジ
タ
Y

後
正
常

（
第
二
国
）

一
二
回
著
明
ナ
Y
深
呼
吸
ヲ
ナ
シ
タ
Y
後
正
常
ナ
Y

呼
吸
型
ニ
復
ス
毛
深
呼
吸
ノ
度
ρ

前
者
－
一

左
心
房
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
モ
亦
深
呼
吸
ヲ
現
セ
ド
モ
心
室
刺
戟
ノ
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
呼
吸
盤
化
ノ
度
微
弱
ナ
η
ノ
。

左
心
室
刺
戟

21°C 第一圃 A

左
心
室
刺
戟

21°C 第一国 B

有
心
室
刺
戟

21°C 第二国 A

右
心
室
刺
哉

21°（’ 第二国 B

（
第
三
国
）

左
心
房
刺
戟

21°C 第三留 A



左
心
国
防
刺
哉

21°c可第三国~B

右
心
房
川
相
談

21°C 

右
心
房
刺
戟

21°C 

山田抑制
左
側
星
学
』
制
抑
制M
節

切
除
後
左
心
室
刺
裁

ぽ

川

21°C 

第四国 A

第四国 B

A 第五園

回
、
右
心
房
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
モ
亦
略
前
者
ト
同
様
ナ

y
。
戸
第
四
園
）

左
側
星
非
」
神
経
節
切
除

後
左
心
室
刺
裁

21°し

置国l

左
側
星
北
」
神
経
節

切
除
後
布
心
室
刺
戟

21°C 

二三：~~＇P予究：：；＇；1';. -&-;: . ~ '. ・1 

第 五園 B

第 六園 A

（
二
）
左
側
星
空
紳
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟
。

一
、
左
側
星
苦
紳
経
節
切
除
後
左
心
室
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
A

之
ヲ
切
除
セ
ザ
Y
場
合
ニ
比
ジ
宜
一
呼
吸
型
ノ…
愛
化
A

著
シ
ク
僅
少

－一シ

－
プ
正
常

ノ
場
合
ト
辛
ヲ
ジ
ア
票
差
ヲ
認
メ
得
y

－
一
過
ギ
ズ
。
（
第
五
圏
）

二
、
左
側
星
芭
紳
経
節
切
除
後
右
心
室
ヲ
刺
戟

ス
Y
場
合
モ
亦
刺
戟
後
極
メ
ア
僅
カ
ナ
Y
呼
吸
／
深
サ
ヲ
増

ス
－
一
過
ぞ
ズ
。

三
、
左
側
星
と
紳
経
節
切
除
後
左
心
房
ヲ
刺
戟
ス
w
y

場
合
A

殆
ン
ド
認
ム
可
キ
呼
吸
ノ
強
化
ヲ
示
ナ
ズ
。
（
第
七
圃
）

四
、
左
側
且
芭
神
経
節
切
除
後
右
心
房
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
モ
亦
前
者
ト
同
僚
ナ
リ
ノ
。
（
第
八
国
）

第円
t
v
J
t也

F『

原

箸
‘...J 

士
口

宮

一
二

O

（
第
六
時
抗

（
第
六
園
）

一
一一一、・’



第
多
品
世

F、
原

箸._. 

士
口

宮

左
側
泉北」
榊師町一節

切
除
後
左
心
房
刺
戟

2rc 

一
二

O
凶

左
側
屋
北
亡
紳
符
節

切
除
後
右
心
房
刺
戟

21。c

［~崎 ｜
〈
第
六
披

一一四）

左
側
回
生
全
神
経
節

切
除
後
右
心
室
刺
戟

21。c

右
側
旧
主
亡
仰
経
節

切
除
後
左
心
房
刻
戟

21°C 

第七箇 B

第八圏 A

左
側
足
＃
」
紳
経
節

切
除
後
有
心
房
刺
戟

21°(' 

~JJi凹~~雌1

第六園 B

第七国 A

第八圏 B

（
一
二
）
右
側
星
巷
神
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

一
、
右
側
星
芭
紳
経
節
切
除
後
左
心
室
7
刺
戟
ス
Y
場
合
A

之
ヲ
切
断
セ
ザ
Y
場
合
－
一
比
ジ
呼
吸
塑
ノ
鑓
化
山
不
薄
明
ユ
ジ
ア
刺
戟
後
極
メ

－
プ
僅
カ
ナ
Y
呼
吸
深
度
ノ
増
加
ヲ
示
ス
ニ
一
過
ギ
ズ
内
（
第
九
園
）

二
、
右
側
星
芭
紳
経
節
切
除
後
右
心
室
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
モ
亦
正
常
ナ
Y

呼
吸
担
－
一
比
較
シ
ア
僅
カ
ナ
山
戸
時
便
化
ヲ
現
ス
ニ
過
ギ
ズ
。
（
第
十
圏
｝

三
、
右
側
思
一芭
紳
経
節
切
除
後
左
心
房
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
A

殆
ン
ド
疋
常
ナ
Y
呼
吸
型
ト
差
異
ヲ
認
メ
ズ
。
（
第
十
一
圃
）

四
、
右
側
星
芭
紳
純
節
切
除
後
右
心
房
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
モ
亦
前
者
ト
同
様
ナ
9
0
（
第
十
二
圃
）

（
四
）
南
側
星
在
神
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

雨
側
星
苦
神
経
節
切
除
後
、
左
心
室
、
右
心
室
、
左
心
房
又
A

右
心
房
等
ヲ
刺
戟
ス
Y

モ
何
レ
ノ
場
合
二
於
ア
モ
正
常
ナ
Y

呼
吸
型
ト
差



右
側
星
和
」
神
経
節

切
除
後
左
心
室
刺
戟

21°C 

臨
右
側
星
枇
」
締
経
節

切
除
後
左
心
室
剃
戦

21 cc 

右
側
星
を
一
柳
経
節

切
除
後
右
心
室
刺
戦

21°C 第 ＋園 A

異
ア
認
メ
難
ジ
。
（
第
十
三
園
）乃
至
（
第
十
六
圏
）

第九圏 A

第 九園 B

第
二
項

一
週
牲
症
寧
様
運
動

右
側
星
を
紳
経
節

切
除
後
右
心
室
刺
殺

21。＜：；

%：現哲美奈川J争与はよ

醜融担倒
右
側
星
せ
紳
経
節

切
除
後
左
心
房
刺
殺

21。c

離盟理
右
側
星
並
L

神
経
節

切
除
後
左
心
房
刺
戟

21 O(' 

第 ＋国 B

第十一園 A

第十ー圏 B

（
－
）
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

一
、
左
心
室
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
試
獣
λ

全
身
殊
－
一
四
肢
－
一
著
明
ナ
Y
盤
整
様
運
動
ヲ
必
接
ス
。

二
、
右
心
室
ヲ
刺
戟
ス
w
y

場
合
モ
該
痩
皆
様
運
動
ヲ
著
明
ニ
一
部
ム
レ

ド
モ
左
室
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
ヨ
？
毛
主
一度一

般
一
一
稿
々
微
弱
ナ

y
o

－
－
一
、
左
心
房
ァ
刺
戟
ス
Y
場
合
モ
亦
該
運
動
ノ
援
現
ヲ
認
ム
、
然
レ
ド
モ
左
右
心
室
刺
戟
ノ
場
合
ヨ

y
モ
微
弱
ナ

y
。

第
参
品
位

F「

原

著、」

± 
0 

宮

一
二

O
五

〈
第
六
時
抗

一一

五
〉



第
品
世
朱
】

右
側
患
を
紗
経
節

切
除
後
右
心
房
刺
裁

21。c第＋ニ国 A

F『

原

箸...... 

ゴコa 

官

右
側
星
北
て
一
岬
Mm節

切
除
後
右
心
房
刺
戟

雨
側
星
非
」
一
柳
川
間
節
川

切
除
後
左
心
室
刺
裁

21°C 

~］。C

第＋三園

第＋ニ圏 B

回
、
右
心
房
ア
刺
戟
ス
U
Y

場
A
n

－t亦
前
者
ト
同
様
ナ

y
。

雨
側
星
学
」
紳
綬
節

切
除
後
布
心
室
刺
殺

21°C 

二
で
左
側
星
さ
紳
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

－
、
左
側
星
芭
紳
経
節
切
除
後
左
心
室
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
λ

四
肢
ノ
一

一過
性
感
撃
様
運
動
ヲ
認
メ
ズ
。

二
、
左
側
忠
一
芭
紳
経
節
切
除
後
右
心
室
ヲ
刺
戟
ス
Y
場
合
モ
亦
前
者
ト
同
様
一
一
之
司
／
認
メ
ズ
。

＝
一
、
左
側
星
芭
紳
鰹
節
切
除
後
左
心
房
7
刺
戟
ス
Y
場
合
f
t

該
蓮
動
ノ
費
現
ヲ
見
ズ
。

回
、
左
側
星
と
紳
経
節
切
除
後
右
心
房
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
モ
亦
同
様
ナ

y
。

（
三
）
右
側
星
さ
紳
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

第＋四国

。
ノ、

（
然
六
放

雨
側
星
t
L
一脚
経
節

切
除
後
左
心
房
刺
戟

21。c第＋五圏

一
一
六
）雨

側
星
非
」
紳
終
節

切
除
後
右
心
房
刺
戟

21°C 

鵬輔輔輔
第＋六圃



－
、
右
側
息
苦
紳
経
節
切
除
後
左
心
室
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
間
肢
ノ
一
過
性
患
輩
横
運
動
A

時
ニ
金
ク
欠
如
ス

Y

コ
ト
ア
レ
ド
モ
大
多
数
ノ
場

合
非
定
型
的
該
運
動
印
チ
胸
廓
／
振
一
期
ヲ
認
ム
。

二
、
右
側
星
戸
一
紳
経
節
切
除
後
右
心
室
ア
刺
戟
ス

Y
場
合
モ
亦
略
前
者
ト
同
様
ナ
η
ノ
。

三
、
右
側
思一
芭
一
神
経
節
切
除
後
左
心
房
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
山
該
怒
撃
様
運
動
ノ
接
現
ヲ
見
ズ
。

四
、
右
側
主
と
神
経
節
切
除
後
右
心
房
ヲ
刺
戟
ス

Y
場
合
モ
亦
之
ガ
費
現
ア
認
メ
ズ
。

（
回
）
南
側
星
舎
紳
経
節
切
除
後
心
臓
各
部
ノ
刺
戟

南
側
息
苦
神
経
節
切
除
後
左
右
心
室
或
A

心
房
ノ
何
レ
ヲ
刺
戟
ス

Y

モ
四
肢
－
二
週
性
強
撃
様
運
動
或
λ

胸
廓
ノ
振
煩
ヲ
観
Y

コ
ト
ナ
シ
。

回

、

所

見

考

察

以
上
質
駿
成
績
ヲ
綜
合
ス

Y

ニ
心
臓
各
部
二
加
ヘ
タ

y

機
械
的
刺
戟
ニ
封
シ
家
兎
ノ
修
痛
戚
脱
却
ト
シ
－
プ
表
現
ス
u
y

呼
吸
型
ノ
縫
化
A

左
心
室
ア
刺
戟
ス

Y
場
合
最
モ
著
明
－
一

シ
ア
右
心
室
是
－
一
次
ギ
左
右
心
房
A

心
室
刺
戟
ノ
場
合
－
一

比
シ
業
盤
化
相
々
軽
微
ナ

y
、
換
言
ス
レ
バ
心
室
山
人
工

的
機
械
刺
戟
ニ
一
謝
シ
ア
心
房
ヨ

y
モ
鋭
敏
ナ
Y

コ
ト
ヲ
示

き
誘
致
博

Rt 

-Eー，．， 

附

主十

借
用
品
ダ
品
位

一
弓

一

一
路
台
、
さ
宗

一

芸掛一－
f
F
S

一
山
県

一

尚司一－

51尽
き
一
苦
言
尽
き
－
5

－A
F
h
k

ご
・二

計
室
岡

EE一－議官官宕一
一円
隊
法
薄
一

一

志
望
討

H

作－手議
船訂
作
国
一
一
総
主
宰

一

一

沢
民
主
務
荷

干

縞

ゆ

一

一

M
2陶
件
一三円台一
3
S
一時
川
隠
さ
森
一

一

社ヨ一
回
付
雲
霞
惑
吉
一
野深
津
宗

一

一

喜一！
？
長

一
一

川
市

¥...!. 、・，

実言

重量

‘，， 
同

おす回
ω品目」事量、＇＂＂lfO 

街
L
丸

山

市

爵

芸誌~~ 

MF

2
日
悟
一
」
骨
M
A
N

、F

、酔
郡
今

も時

N刊

g
h
m
E
z－－仲
宗
主
己
一
野
際
主
宰

；常

F『

原

箸
....... 

"'= t:J 

E言

；；逗

尚
間
鴨
議
髄
母

（

三

〉

〆「

、J

さ
顎
二
次時間

〆R、
」J

〈

芋

〉

f句、

、＿，

国
皆
同
調
よ
町
剛
一
周

〆－、

、J

F菩

（

＋

）

 

，，...、

、、J

ス
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

左
側
星
と
神
経
節
切
除
後
左
右
心
室
叉
A

心
房
ア
刺
戟

ス
Y
場
合
何
V

モ
呼
吸
型
－
一
殆
ン
ド
謎
化
ヲ
認
メ
難
ケ
レ

ド
モ
右
側
星
芭
紳
経
節
切
除
後
是
等
ヲ
刺
戟

ス
U
Y

場
合
A

左
及
右
心
室
ノ
場
合

ニ
於－
Y
刺
戟
後
前
ホ
僅
カ
ζ

呼
殴
／

一
二

O
七

（
第
六
時
抗

一
一
七
〉



第
参
品世

F『

原

箸...... 

士
口

宮

一
ニ
O
八

（第
六時抗

一一八）

深＋ノヲ増加スYA後遮ノ窪翠様運動ノ所見ト共－一

心臓ノ大部分ガ主トジア左側ノ星芭紳経節ヲ介シ

ア求心停導ヲナスコトヲ物語Yモノナ90一過性

痩盤様運動有無ノ成績モ亦略呼吸型ノ捷化ト相侠

チア左右心室ヲ刺戟スY場合最毛著明ニ之ヲ認メ

心房刺戟ノ場合二問者－一比シア軽度ナ70左側星

芭紳経節ヲ切除セY後ニ左右室房ノ何Vヲ刺戟ス

Yモ該運動ハ欠如スレドモ右側星芭紳経節切除後同様ナY刺戟ヲ加ブY場合A左右心室刺戟／場合－一於－プ胸廓ノ振額（非

定型的ニジア軽度ナY遮盤様運動）ヲ認ムYコトヲ得。心房刺戟ノ場合λ之ア欠如ス。雨側星芭神経節ヲ切除セY後－一心

臓ノ何レノ部ヲ刺戟スYモ呼吸型愛化ノ欠如ト共三政運動ノ費現ヲ観UYコトナシ。

是ア以－ア観Y－一家兎ノ心臓－一於－プA交戚紳経性求心知覚繊維λ心房ヨソモ心室ニ多ク且ッ刺戟λ左右雨側ノ星芭紳経

節ヲ粧ア中幅侍連セクy、毛ノナレドモ就中主トジア左側星と紳経節一一ヨy行AY、モノナYコトA右側ノ同一柳経節切

除後一一刺戟スY場合ナホ呼吸型－一多少ノ愛化ヲ認メ且ヅ胸廓一一振頭ア現スニモ係－フズ左側ノ同神経節切除後－一刺戟スレ

バ殆シド是等ア認メザY事－一ヨy－プ知Yヲ得ペジ。心房三於ケY疹痛刺戟モ亦左右雨星芭紳終節ヲ経－プ侍達セラY、モ／

、加ク何レカ業一側同紳経節ヲ切除セY後之ヲ刺戟スY場合動物A疹痛戚ヲ表明セズ、而シeア是等心房－一一於－プモ雨側星芭

紳鰹節ニヨyR7布セラy、ユ毛係一プズ一側ノ切除－一ヨy疹痛戚ヲ表明セザグ’一一至wy前記ノ質験成績A之ヲ如何一一説明ス

可キカ、阪－｝賞験成績第一項及第二項（一）ニ観Y加ク心房A心室一一比ジ戚魔鈍ニジア神経節ノ切除ヲ行AザY以前－一之

ヲ刺戟スYモ呼吸型ノ捷化、短撃様運動共一一心室刺戟ノ場合ノ如ク著明ナラズ従－7車ニ左右何レカ一側ノ星芭紳鰹節ノ

切除一一ヨy－プモ既－て呼吸型／持硬化及惣態様運動ガ曲線接化ノ描寓及外部ヨy観察シ得可キ程度－一該運動ア惹起シ得ザy

お十 尚

z』;• <';・ 

5間 おI

到討 凶 器 週訪

Eさ~ 望S書 '@; 望書 箱E》 主主主罪 容主主

若手苦手 事事 務苦言宗手
区草区住耳障 際
品掛糧ι 管ー 岩 ー 場ー

軍需湯量君 主重要事

号

，清隷 害者~ 幸吉 宗

F帯

fヘ 〆園、戸、 〆ヘ ，－.、 ，h、
＋ I ・1 

」.... '-./ '-" ＇』 J 」ノ、J



迄
減
弱
セ

Y
モ
ノ
ト
見
Y
可
ク
、
之
ヲ
要
ス
Y

－
一
家
兎
心
臓
ノ
交
戚
紳
経
性
知
覚
繊
維
A

左
右
ノ
室
房
共

－一主
ト
ジ
ア

左
側
息
苦
紳
経
節
ア

経
過
ジ
其
ノ
一
部
A

右
側
ノ
同
名
紳
経
節
－
一

ヨ
リ
ノ
中
極
一
一
連
絡
ス
Y
モ
ノ

、
如
シ
．
而
ジ
－
プ
本
質
験
成
績
A

h

『

8
5
m
g
及
同
毛
主
z

ガ
狭
心

症
ノ
治
療
－
一
最
初
左
側
ノ
手
術
ヲ
行
ヒ
ア
一
定
期
間
ノ
後
－
一
再
稜
ジ
更
－
一
右
側
ノ
手
術
－
一
ヨ
リ
治
癒
セ
M
Y

臨
床
上
ノ
報
告
ト

一
致
ス

Y

モ
ノ

ナ

y
、
従
ア
狭
心
症
ノ
治
療
法
ト
ジ
ア
外
科
的
－
一
同
神
経
節
ヲ
切
除
ス

Y
場
合
軍
一
一

左
側
ノ
ミ
／
手
術

ニ
ヨ

y
－Y
モ
略
其
目
的
ヲ
達

ス
グ
’
コ

ト
ヲ
得
可
ジ
ト
雄
本
質
験
ノ
成
績
ヨ
リ
ノ
観
Y

－一
左
右
南
側
－
一
之
ヲ
行
プ
時
二
万
全
－
一

其
目
的
ヲ
達
ス
wy

コ
ト

ヲ
得
ペ
シ
。

纏

揺

（
こ
家
兎
ノ
心
臓
－
一
一
於
－
7

A

機
械
的
刺
戟
一
一
一
割
ジ
左
心
室
最
モ
鋭
敏
ニ
疹
痛
戚
由
党
ア
現
ジ
右
心
室
之
－
一
究
ギ
左
右
心
房
A

共
一
一
造
カ
ニ
一
鈍
ナ

。

内リ’’

（
二
）
左
側
或
A

雨
側
星
芭
神
経
節
切
除
後
左
右
心
室
又
A

心
房
ニ

機
械
的
刺
戟
ヲ
加
フ
Y

屯
呼
吸
型
ノ
麓
化
又
λ

メ
ズ
。

一
過
性
感
撃
様
運
動
ヲ
認

（
三
）
右
側
星
芭
神
経
節
切
除
後
左
又
A

右
心
室
ヲ
刺
戟
ス
レ
バ
呼
吸
型
A

僅
カ
ニ
一
獲
化
ヲ
呈
シ
試
獣
ノ
胸
廓
三
振
頭
ヲ
認
ム
。

場
合
A

是
等
ノ
現
象
ヲ
欠
加
ス

。

（
四
）
以
上
ノ
賓
験
成
績
ヨ

y
観
Y

－
一
心
臓
各
部
／

疹
痛
刺
戟
A

主
ト
ジ
ア
左
側
星
と
紳
経
節
ヲ
経
テ
中
極
－
一
体
達
セ
タ
レ

其
／
一

小
部
分
A

右
側
同
名
紳
経
節
ヲ
経
過
ス

Y
モ
ノ
、
如
ジ
。

心
房
刺
戟
／

本
研
究
ρ

帝
図
撃
士
院
事
術
研
究
費
補
助
一
一
ヨ
リ
テ
遂
行
セ
リ
、
夜
ニ
英
首
『
プ
託
シ
テ
蛍
局
一
ご
謝
意
ヲ
表
ス
ー

第
参
鼻
官

F『

原

箸
1...1 

士
口

宮

一
二

O
九

（
第
六
競

九、＿，
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A
 supplementary report 

o
n
 the 

distribution 
of 

the centripetal 

pain-conduction path b
y
 the 

sympathetic n
e
r
v
e
 

fibers 
of 

the 
heart 

of 
the 

rabbit. 

B
y
 Dr. 

S
.
 YO
S
H
I
T
O
M
I
.
 

For
m
 the

 orthopaedic 
cl
ini
c
 of 
th
e
 medical 

facu
lt
y
 of 
the 

Kyoto 
Imperial 

L'n
ぃ

•e
rsity.

(Prof. 
D
r.

 Hir
o
m
u
 !t

u.
)
 

In 
m
y
 pr

巴viou
s
report 

I
 dealt 

w
i
t
h
 
the 

question 
w
h
e
t
h
e
r
 
th

巴
cervical

sy
m
p
ath

e
tic 

nerv
e
 a
n
d
 th

e
 d
epressor 

n
e
rve 

h
a
v
e
 a

 centripetal 
fon

c
ti
o:l. 

in 
transmitting 

the 
stimulus 

of 
the 

h
e
a
rt 

a
n
d
 
th
e
 
p
r
o
x
i
m
a
l
 
aorta 

or 
n
ot, 

a
n
d
 
stated 

that 

th
e
 pai1

ト
stimuli

o
f
 tho

se 
places 

a
re 

tr
a
n
s
m
itt

e
d
 
to 

the 
cente

r
 b
y
 
g
a
ngl. 

ste
lla

tu
m
 a
n
d
 not 

b
y
 
th
e
 d
e
p
r
esso

r
 n
er
ve. 

T
h
o
u
g
h
 
I
 h
a
v
e
 
sin

ce 
delv

e
d
 into 

the 
liter

a
tu1 e

,
 I
 h
a
v
e
 
not 

b
ee

n
 able 

to 
find 

a
n
y
 
re
p
o
rt 

as 
to 

th
e
 centripetal 

sensory 
function 

of 
the 

sy
mpathetic 

n
erve 

fib
ers 

w
h
i
c
h
 
ar

じ
distr

ibuted
to 

the 
heart

,
 so 

I
 set 

a
b
o
ut 

this 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
 

to 
find 

out 
h
o
w
 the 

cervical 
s
y
m
p
a
t
h
e
ti
c
 n
e
rv
e
 is 

di
stri

but
e
d
 
a
s
 the 

cent
rir

氾
tal

sen
so
ry

 n
e
rve

,
 in 

e
v
e
r
y
 part 

o
f
 th
e
 

h
eart.

 

T
h
e
 m

e
th
od, 

I
 chose, 

w
a
s
 o
bservation 

of 
the 

c
h
a
n
g
e
 
in

 the 
t
y
p
e
 
o
f
 respiration 

a
n
d
 
o
f
 th
e
 exi

sten
ce 

o
f
 sp
a
s
m
o
d
ic

 

m
o
t
i
o
n
s
 
c
o
m
b
i
n
e
d
 
wit

h
 m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
 
stimul

a
ti
o
n
 at 

e
v
e
r
y
 
par

t
 of 

the 
heart 

a
n
d
 
w
i
t
h
 
th
e
 resection 

o
f
 g
a
n
g
!. 

ste
llat

u
m
 

at 
o
n
e
 
or 

b
o
th 

sid
es 

in 
rabbits. 

r. 
In 

the 
heart 

of 
the 

rabbit, 
the 

left
 ve
ntricl

e
 is

 m
ost 

se
n
sitiv

e
 to

 m
e
c
h
n
i
c
a
l
 
stimulus

;
 the 

ri
g
ht 

ventricle 
c
o
m
e
s
 

n
e
x
t
 a
n
d
 the 

auricles 
are 

b
y
 far 

th
e
 le
ast 

ses
iti
v
e
.
 

2
.
 

H
o
w
e
v
e
r
 m

u
c
h
 th

e
 ve

nt
ricle 

or 
th
e
 auricl

e
 is

 stimulated m
ec
h
a
nic

all
y
 at th.e 

left 
or the 

right side after 
resection 

of 
t
h
e
 
left 

or 
b
o
t
h
 
g
a
n
g
!. 

st
e
ll
ね

，
n
o

c
h
a
n
g
e
 
in 

the 
t
y
p
e
 
of 

respi
は

ion
is 

observable
,
 an
d
 the 

s
p
a
s
m
o
d
i
c
 
m
o
t!ons 

disappear. 



3. 
V.'hen 

t
h
e
 
left 

o
r
 
t
h
e
 
right 

ventricle 
is 

s
t
i
m
u
l
a
t
e
d
 
m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
l
y
 
after 

resection 
of 

t
h
e
 
right 

g
a
n
g
l
.
 
stellatum, 

t
h
e
 
t
y
p
e
 
of 

respiration 
is 

c
h
a
n
g
e
d
 slightly 

a
n
d
 
w
e
 find 

f
e
w
 
t
r
e
m
b
l
i
n
g
 
m
o
t
i
o
n
s
 
in 

t
h
e
 
t
h
o
r
a
x
,
 
b
u
t
 
t
h
e
s
e
 
p
h
e
n
o
m
e
n
a
 

d
i
s
a
p
p
e
a
r
 
w
h
e
n
 t
h
e
 
auricles 

a
r
e
 
stimulated. 

4. 
F
r
o
m
 t

h
e
 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l
 
results 

a
b
o
v
e
-
m
e
n
t
i
o
n
e
d
,
 
w
e
 u

n
d
e
r
s
t
a
n
d
 
t
h
a
t
 
t
h
e
 
pain-stimulus 

at 
e
v
e
r
y
 
p
a
r
t
 
of 

th
e
 

h
e
a
r
t
 
is 

c
o
n
d
u
c
t
e
d
 
m
a
i
n
l
y
 
by・ 

t
h
e
 
left 

g
a
n
g
.
 
s
t
e
l
l
a
t
u
m
 
to 

t
h
e
 center, 

a
n
d
 o
n
l
y
 
a
 s
m
a
l
l
 
p
o
r
t
i
o
n
 
o
f
 it 

is 
c
o
n
d
u
c
t
e
d
 

b
y
 t
h
e
 
right 

one. 
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